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　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 10 05 09 中期総合計画主要施策番号
担
当
課

部・課 建設部 河川課

事　業　名 水防管理費
内　線 3435

E-mail kasen@pref.nagano.lg.jp

水防法、河川法、長野県水防協議会条例

実施方法 直接実施および委託（民間委託）
国庫･
県単

県単独事業

実施期間 S24 根拠法令等

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

水防活動に必要な情報機器等を整備、保守点検することによって、水防活動時に水位・雨量情報を収集配信し、水害による
被災の回避、軽減を図る。

対　象 水防活動に必要となる水位・雨量情報の観測機器およびその維持管理費、情報処理システムの保守点検および通信経費。

目指すべき姿 水防活動時に必要となる水位・雨量情報を監視収集し、確実に配信することにより、洪水による被災の回避、軽減を図る。

事業内容

・水防協議会の運営
・水防工法指導者の育成
・水防情報システムの保守点検
・水防計画樹立に必要な基礎資料の収集
・水防対策に必要な水位、雨量観測所の運営

23年度 24年度（当初）

千円 11,772 6,552 10,334

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費 千円 16,634

23年度事業費の主な内訳

千円 40,555 41,000 43,734 ・委託料：22,142千円（水防情報システム保守点検他）

千円 38,443 39,740 ―

2.00人 2.00 2.00

16,516 16,516

千円 55,077 56,256 60,250

23年度 24年度（見込）

44 44

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位 22年度 左記以外のH23年度実績

雨量局数（活） 基 51 51 51

（効率指標 算出式）
　概算事業費÷局数

水位局数（活） 基 44

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
　１局当たりのコスト

千円/局 579.8 592.2 634.2

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価 評価区分

適正な保守点検を行い、水防活動時の情報機器の
故障を防止するとともに、水位・雨量情報を収集配
信し、出水による被災の回避、低減を図る。

情報機器が水防活動時に情報収集および配信を確実に実施し、被災の軽
減、防止ができた。故障による情報伝達の遅れやそれによる被害発生がな
く、期待どおりの成果が得られた。

b
期待どおり

⑤
事
業
の
課
題

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化 □　増加 ■　横ばい □　減少 判
定
の
説
明

・近年の異常気象や多発する局地的豪雨等、河川管理の水防
活動への責務は大きい。
・水防法、河川法において河川管理者が行うこととされている。

県の関与を見直す
余地

■　余地なし □　当面余地なし □　余地あり

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地なし ■　当面余地なし □　余地あり

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

近年の局地的かつ短時間豪雨やそれに伴う河川の急激な増水の頻発により、水位、雨量情報の確実かつ迅速な
収集配信の重要度は非常に高く、今後も水防活動に必要な水位及び雨量観測機器およびシステムの保守管理を
行い、水防活動に支障を及ぼすことなく、出水による被災の回避、軽減を図る必要がある。

特記事項


